


　平成28年度一般会計補正予算は、20億2,963万８千円を増額し、予算
総額を354億9,283万４千円としました。

★主な事業内容
【みらい創生事業】
・産官民連携まちづくり会社設立事業（財源更生）　　 1,499万６千円
　（まちづくり会社設立に係る準備経費等）

・梁川小学校統廃合関連事業（新規）　　　　　　　　 2,822万４千円
　（梁川地域の小学校統廃合に伴い必要となる準備等経費）

・学校給食センター建設事業（増額）　　　　　　　 　２億4,825万円
　（厨房設備及び機械設備工事）

【放射能対策事業】
・農地等除染対策事業（新規） 　　　　　　　　　　　９億9,800万円
　（農業用用排水路の除染に係る事業の実施）

【その他の事業】
・学校施設利活用検討事業（新規）　　　　　　　　　　 138万６千円
　（統廃合した学校施設の利活用を検討する）　　

・地域介護・福祉空間整備等交付金（新規）　　　　　 1,164万８千円
　（介護サービス事業者へ、スプリンクラー設置及び介護ロボット導入
　に係る補助を実施）

・基金積立金　　　　　　　　　　    　　　　 　６億2,777万３千円
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■ 一般会計補正予算（第２号）

（仮称）伊達市保原学校給食センター完成イメージ

基金の名称 積　立　額 年度末見込額
財 政 調 整 基 金 777万３千円 43億7,243万４千円
減 　 債 　 基 　 金 ２億円 18億6,004万１千円
地 域 雇 用 創 出 ・
産 業 活 性 化 基 金 ２億円 ３億892万円

教育施設整備基金 ２億2,000万円 12億5,318万９千円



３　 2016年11月10日発行　伊達市議会だよりvol.44

27年度末　基金残高（貯金）
一般会計　155億　885万円
特別会計　　 4億3,070万円
合　　計　159億3,955万円

27年度末　  市債残高（借金）
一般会計　  362億6,420万円
特別会計　　 77億2,070万円
水道事業　　 60億8,889万円
合　　計　  500億7,379万円

■平成27年度決算の基金と市債
　平成27年度決算の概要については、市政だよりでお知らせしていますので、議会だよりでは、平
成27年度末時点での基金（貯金）残高と市債（借金）残高についてお知らせします。

【一般会計の基金と市債の比較】
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平
成
28
年
第
５
回
伊
達
市
議
会

定
例
会
で
可
決
・
認
定
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
２
、
３
ペ
ー
ジ
で
掲
載

し
た
も
の
を
除
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
■

条　

例

○
伊
達
市
の
議
会
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に

よ
り
、
選
挙
運
動
に
係
る
諸
経
費

の
公
費
負
担
が
変
更
と
な
っ
た
た

め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■

補
正
予
算

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

20
億
２
９
６
３
万
８
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
３
５
４
億
９

２
８
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
等
の
国
庫
支

出
金
２
０
３
３
万
５
千
円
、
除
染

対
策
事
業
交
付
金
等
の
県
支
出
金

10
億
８
７
５
３
万
７
千
円
、
前
年

度
決
算
剰
余
金
の
繰
越
金
15
億
１

８
７
９
万
８
千
円
な
ど
を
増
額

し
、
財
政
調
整
基
金
等
の
繰
入
金

７
億
４
３
２
６
万
円
を
減
額
し
ま

し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
２
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

継
続
費
の
補
正
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
厨
房
設
備
の
工
事
を
２

カ
年
に
わ
た
り
実
施
す
る
た
め
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
継

続
費
総
額
を
増
額
変
更
し
ま
し
た
。

　

債
務
負
担
行
為
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
加
入
者
管
理
課
金
シ
ス
テ

ム
機
器
賃
貸
借
契
約
な
ど
に
つ
い

て
、
追
加
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

繰
越
金
等
の
確
定
に
よ
り
、
国

保
基
金
積
立
金
等
を
９
５
５
万
８

千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
83
億

２
８
７
７
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)

　

繰
越
金
等
の
確
定
に
よ
り
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

等
を
92
万
２
千
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
７
億
２
５
３
万
円
と
し
ま

し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

前
年
度
の
介
護
給
付
費
等
の
確

定
に
よ
り
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
積
立
金
及
び
償
還
金
等
の
増
額

の
た
め
９
７
０
６
万
７
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
69
億
４
２
７

５
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)

　

前
年
度
決
算
剰
余
金
の
確
定
に

よ
り
、
繰
越
金
の
増
額
及
び
一
般

会
計
繰
入
金
の
減
額
の
た
め
１
６

５
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
10
億
９
０
０
８
万
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
粟
野
地
区

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

前
年
度
決
算
剰
余
金
の
確
定
に

よ
り
、
繰
越
金
２
８
２
万
４
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
７
４

４
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
金
原
田
財

産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ

り
、
繰
越
金
等
15
万
６
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
１
５
６
万
６

千
円
と
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、
支

出
を
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
減

額
に
よ
り
９
０
７
万
５
千
円
減
額

し
、
補
正
後
の
額
を
17
億
４
６
０

６
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
、
支

出
を
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
減

額
に
よ
り
９
万
７
千
円
減
額
し
、

補
正
後
の
額
を
13
億
１
３
１
１
万

２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■

決　

算

○
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
決
算
認
定

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
外
20
の
会
計
決
算
は
、
監

査
委
員
の
意
見
を
添
え
て
、
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
の
会
計
も
認
定
す

る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

※
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、「
市

政
だ
よ
り
11
月
号
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
平
成
27
年
度
伊
達
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
及
び
剰
余
金
処
分

に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
公
営
企
業
会
計
の

決
算
は
、
監
査
委
員
の
意
見
を
添

え
て
、
提
出
さ
れ
、
認
定
す
る
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
も
、

認
定
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

■

議
員
発
議

○
伊
達
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
の
制
定

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
13
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

■

委
員
会
発
議
（
意
見
書
）

　

９
月
定
例
会
で
可
決
し
た
次
の

意
見
書
を
関
係
大
臣
等
に
送
付
し

ま
し
た
。

○
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お

け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書



■

そ
の
他

○
財
産
の
取
得

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
取
得
す
る
契
約
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

取
得
す
る
財
産

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台

配
置
予
定
先

　

梁
川
支
団
第
１
分
団

　

保
原
支
団
第
４
分
団

取
得
金
額

　

３
２
１
８
万
４
千
円

契
約
の
相
手
方

　

ジ
ー
エ
ム
い
ち
は
ら
工
業
株
式

会
社

５　 2016年11月10日発行　伊達市議会だよりvol.44

平成27年度に保原支団第5分団に導入した消防ポンプ車



2016年11月10日発行　伊達市議会だよりvol.44　 ６

　
　
　
　

今
回
、
梁
川
地
区
の

　
　
　

５
校
が
梁
川
小
学
校
に

統
合
さ
れ
ま
す
。
地
域
に
と
っ

て
は
、
苦
渋
の
選
択
で
は
あ
り

ま
す
が
、
子
供
た
ち
の
教
育
に

は
正
し
い
判
断
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
統
合
後
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

学
校
施
設
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
各
地
域
の
活
動
の

拠
点
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い

る
所
で
あ
り
ま
す
。
学
校
の
利

活
用
あ
る
い
は
運
営
に
つ
い
て

は
、
廃
校
に
す
る
た
め
に
一
定

の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
が
、
早

急
に
、
各
地
区
に
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
地
域
に
お
い
て

有
効
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。
な

お
、
廃
校
後
の
跡
地
利
用
が
正

式
に
決
定
す
る
ま
で
は
、
市
が
管
理

を
行
い
、
校
舎
、
体
育
館
及
び
校
庭

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
の
使
用

が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

地
方
創
生
関
連
事
業
の
中

　
　
　

に
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
取
り
組

み
が
あ
り
ま
す
が
、
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

　
　
　

今
後
の
農
業
の
付
加
価
値
を

高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
事
業
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

ず
試
験
的
に
や
っ
て
み
て
、
ワ
イ
ン

を
つ
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
け

る
か
ど
う
か
と
い
う
実
験
・
検
証
及

び
調
査
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
に
、
伊

達
市
の
有
力
な
産
業
に
な
り
得
る
か

ど
う
か
と
い
う
確
認
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■小学校統合後の管理運営は？

小野　誠滋 議員

　
　
　
　

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

　
　
　

り
と
連
携
し
た
利
用
環

境
整
備
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
と
い
う

施
策
に
お
い
て
、
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
が
、
保
原
駅
を

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
高
齢
の
方
や
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
お
出
か
け

の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
も
、

ま
た
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の

合
理
的
配
慮
の
観
点
か
ら
も
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
必
要
と

考
え
ま
す
。
見
解
に
つ
い
て
お

示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ど
の
駅
で
も
、
そ
う

　
　
　

い
う
需
要
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
阿
武
隈
急
行
の
ほ
う

で
、
新
経
営
健
全
化
５
カ
年
計

画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
線
路
の
修
繕
、
運
行
シ
ス

テ
ム
の
更
新
な
ど
、
安
全
面
の

ほ
う
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、
ま
だ
具
体
的

な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
原
駅
の

構
造
上
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
関

し
て
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の

で
、
す
ぐ
に
設
置
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
、
阿
武
隈
急
行
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

熊
本
地
震
で
の
福
祉
避
難

　
　
　

所
の
開
設
は
、
と
て
も
混
乱

し
た
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
当
市
で

も
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
福
祉
避

難
所
を
開
設
し
ま
す
が
、
東
日
本
大

震
災
で
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し

た
、
ペ
ッ
ト
の
同
伴
同
行
に
関
す
る

見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

平
成
24
年
12
月
に
作
成
し

　
　
　

た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
、
一
部
示
し
て
い
ま
す
が
、
ペ
ッ

ト
と
の
同
行
避
難
は
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
動
物
が
苦
手
な
人
、
あ
る
い

は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
な

ど
へ
の
配
慮
は
必
要
で
あ
る
と
い
う

考
え
か
ら
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
は
入

れ
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
は
指
定
さ
れ
た

ス
ペ
ー
ス
、
屋
外
や
踊
り
場
、
廊
下

な
ど
、
人
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
以
外
の

場
所
で
、
飼
育
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、

ペ
ッ
ト
の
管
理
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

■伊達市地域公共交通網形成計画を問う

近藤　眞一 議員

災
害
対
策
に
つ
い
て

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
取
り
組
み
は
？ 統合後の利用が検討される大枝小学校
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人
口
減
少
社
会
で
の

　
　
　

対
応
策
と
し
て
、
現
在

住
ん
で
い
る
人
、
そ
し
て
他
か

ら
来
る
人
に
住
み
続
け
て
も
ら

う
こ
と
、
定
住
化
対
策
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
ま
ず
、
定
住
に

は
住
む
場
所
が
必
要
で
す
が
、

市
営
住
宅
へ
応
募
し
て
も
住
む

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
住

宅
を
つ
く
る
場
所
も
調
整
区
域

な
ど
の
制
約
が
あ
り
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
定

住
を
妨
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
障
が

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

空
き
家
が
増
え
て
く
る
な
ど
、

住
む
場
所
に
つ
い
て
は
解
決
す

べ
き
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
伊

達
市
と
し
て
は
今
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
　
　

住
宅
の
供
給
に
関
す

　
　
　

る
施
策
は
、
地
区
計
画

制
度
を
活
用
し
た
民
間
開
発
に

よ
る
住
宅
団
地
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
市
街
化
調
整
区
域

で
の
地
区
計
画
制
度
を
い
ち
早
く
活

用
し
、
市
独
自
の
運
用
基
準
を
平
成

24
年
に
策
定
し
ま
し
た
。そ
れ
以
降
、

現
在
ま
で
約
80
区
画
程
度
の
住
宅
用

地
を
計
画
、
決
定
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
末
決
定
を
目
標
に
、

市
街
化
調
整
区
域
に
民
間
事
業
者
に

よ
る
約
１
３
０
区
画
の
住
宅
用
地
の

供
給
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
高
子
駅
北
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
組
合
施
工
に
よ
る
土
地
区
画
整

理
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
３
５
０
区
画
程
度
の
住
宅
用
地

の
供
給
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
営
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
建
設
す
る
と
い
う
計
画
は
な

く
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
民
間
住

宅
を
借
り
上
げ
て
公
営
住
宅
と
し
て

活
用
す
る
制
度
が
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■人口減少社会へどう取り組むのか

佐々木　彰 議員

　
　
　
　

市
長
と
直
轄
理
事
の

　
　
　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
国
際
会
議

(

マ
ド
リ
ー
ド) 

出
張
に
つ
い

て
、
出
席
要
請
の
日
時
と
団
体

名
・
代
表
者
名
、
伊
達
市
が
選

ば
れ
た
理
由
、
会
議
発
表
の
内

容
と
、
成
果
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

４
月
29
日
付
で
Ｉ
Ａ

　
　
　

Ｅ
Ａ
原
子
力
部
門
次
長

ミ
ハ
エ
ル
・
チ
ャ
ダ
コ
フ
氏
よ

り
メ
ー
ル
で
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
選
ば
れ
た
理
由
は
、
原
発

事
故
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
、

伊
達
市
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
の
か
話
を
し
て
ほ
し
い
の

で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
環
境
省
と
も

話
を
し
て
、
伊
達
市
を
選
ん
だ

と
の
こ
と
で
す
。
発
表
の
内
容

は
、
原
発
事
故
の
自
治
体
と
し

て
の
対
応
、
除
染
や
健
康
管
理

の
経
験
、
そ
の
後
の
復
興
に
至

る
政
策
決
定
の
経
緯
等
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果

で
す
が
、
伊
達
市
と
し
て
は
国
際
貢

献
の
面
で
、
原
発
事
故
の
経
験
を
伝

え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

３
月
22
日
、
直
轄
理
事
は

　
　
　

ベ
ル
キ
ー
の
ブ
リ
ュ
セ
ル

で
、
Ｅ
Ｕ
議
会
に
招
か
れ
て
『
福
島

５
年
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の

教
訓
は
な
に
か
？
』
と
題
し
て
話
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
、

原
発
事
故
の
数
カ
月
後
、
市
長
の
代

理
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
リ
ヴ
ィ
ア
市

を
訪
問
し
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る

国
際
交
流
の
中
止
を
申
し
出
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
公
務
出
張
で
行
か
れ

た
も
の
な
の
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅

行
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
で
、

　
　
　

私
費
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
　
　
　

職
員
服
務
規
程
の
中
で
、

　
　
　

私
事
旅
行
で
５
日
以
上
勤
務

地
を
離
れ
る
場
合
の
手
続
き
と
し

て
、
私
事
旅
行
届
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
完
全
に
守
ら
れ

て
い
る
の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

該
当
す
る
職
員
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
規
程
に
基
づ
い
た
手
続

き
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

■市長や職員の公務出張や私事旅行について

半澤　　隆 議員

市営住宅新田団地
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市
の
各
種
事
業
を
推

　
　
　

進
し
て
い
く
上
で
も
、

街
の
活
性
化
に
お
い
て
も
、
各

地
区
婦
人
会
の
協
力
は
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
会
員

の
減
少
な
ど
も
あ
り
活
動
を
制

限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に

あ
る
。」
と
い
う
声
を
聴
い
て

お
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
市
か
ら
の
補
助
金

も
削
減
さ
れ
、
婦
人
会
の
運
営

に
影
響
が
出
て
い
る
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
婦
人

会
へ
の
支
援
体
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

近
年
、
婦
人
会
会
員

　
　
　

の
減
少
、
高
齢
化
、
活

動
の
縮
小
な
ど
の
困
難
な
状
況

に
つ
い
て
、
町
内
会
、
地
域
自

治
組
織
に
お
い
て
も
議
論
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
市

内
18
婦
人
会
組
織
に
対
し
て
、

本
年
度
は
１
２
０
万
５
０
０
０

円
ほ
ど
の
補
助
金
の
交
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

直
接
、
婦
人
会
と
の
話
し
合
い
も

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
当
面
、
地
域
自
治
組
織
の

話
し
合
い
の
中
で
、
今
後
の
婦
人
会

へ
の
支
援
の
あ
り
方
を
、
話
し
合
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
の
目
指

　
　
　

す
べ
き
将
来
像
に
は
、「
誇

れ
る
ま
ち
、
選
ば
れ
る
ま
ち
、
選
ば

れ
続
け
る
ま
ち
」
と
し
て
着
実
な
再

生
、
発
展
を
遂
げ
、
次
代
に
継
承
す

る
こ
と
の
で
き
る
伊
達
市
と
明
示
さ

れ
て
い
ま
す
。。

　

そ
れ
に
は
除
染
が
正
念
場
を
迎
え

て
い
ま
す
。
仁
志
田
市
長
は
、
速
や

か
に
周
辺
自
治
体
と
同
様
の
宅
地
除

染
に
着
手
し
、
い
か
な
る
理
由
が
あ

ろ
う
と
も
、
市
民
と
の
約
束
を
果
た

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
当
局
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

中
村
議
員
は
誤
解
さ
れ
て

　
　
　

い
る
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
エ
リ

ア
を
除
染
し
て
い
な
い
と
い
う
発
言

を
さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
放
射
線

の
線
量
に
応
じ
て
一
定
の
必
要
な
除

染
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

安
心
で
き
な
い
人
が
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
た
ら
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
か
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々

も
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

■婦人会事業への支援

中村　正明 議員

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

　
　
　

付
額
と
寄
付
件
数
、
そ

の
前
年
比
の
増
減
に
つ
い
て
、

ま
た
、
今
後
の
改
善
に
向
け
て

の
施
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

今
年
度
の
４
月
１
日

　
　
　

か
ら
７
月
31
日
ま
で
、

65
件
１
０
４
万
５
０
０
０
円
、

昨
年
度
は
74
件
１
２
４
万
９
０

０
０
円
で
減
っ
て
お
り
ま
す
。

９
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
も
始
ま
り
、
来
年
１
月
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、
桃

と
あ
ん
ぽ
柿
と
い
っ
た
果
物
や

ニ
ッ
ト
製
品
な
ど
の
加
工
品
な

ど
の
返
礼
品
や
セ
ッ
ト
の
拡

充
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
　
　

伊
達
市
健
康
推
進
課

　
　
　

か
ら
「
血
管
を
守
る
大

作
戦
」
と
い
う
チ
ラ
シ
が
あ
り

ま
す
。
伊
達
市
民
の
死
因
の
第
２
位

が
心
疾
患
、
第
３
位
が
脳
血
管
疾
患

で
合
計
30
％
も
あ
り
ま
す
。
福
島
県

は
男
性
も
、
女
性
も
脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
で
の
死
因
が
全
国
５
位
以
内
で

す
。
栃
木
県
真
岡
市
で
は
、
同
じ
く

血
管
系
疾
患
が
多
い
の
で
、
ま
ち
な

か
保
健
室
と
い
う
気
軽
に
血
圧
や
血

管
年
齢
を
計
れ
る
場
所
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ご
検
討
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
で
も
検
討
し
ま
し
た

　
　
　

が
、
予
防
医
療
と
し
て
、
体

重
や
運
動
量
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル(

※)

の
装
置
を
使
っ
て
日
々

調
べ
て
い
る
ソ
フ
ト
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
血
圧
に
関
し
て

は
、
定
期
検
診
や
特
定
健
診
で
は
測

定
し
て
い
ま
す
が
、
点
で
は
か
る
だ

け
で
な
く
、
連
続
し
て
計
り
、
予
防

医
療
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　

除
雪
時
に
業
者
が
利
用
す

　
　
　

る
グ
レ
ー
ダ
ー
な
ど
の
機
材

の
保
持
に
つ
い
て
、
助
成
金
や
優
遇

措
置
を
設
け
ら
れ
な
い
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

近
隣
の
市
町
村
で
、
助
成

　
　
　

金
や
優
遇
措
置
な
ど
の
制
度

を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
方
、
福
島
県
で
は
待

機
の
費
用
を
考
慮
し
た
契
約
を
し
て

い
ま
す
。
除
雪
の
委
託
費
用
に
関
し

て
は
、
今
後
制
度
内
容
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ふるさと納税は増えたのか減ったのか？

菅野　喜明 議員

健
幸
都
市
の
予
防
医
療
へ
の

取
り
組
み

除
染
は
正
念
場

※【ウェアラブル】　身につけて持ち歩ける
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耕
作
放
棄
地
は
農
業

　
　
　

者
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
に
よ
っ
て
深
刻
化
し
て
お

り
、今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

耕
作
放
棄
地
は
、
２

　
　
　

０
１
０
年
の
農
業
セ
ン

サ
ス
で
は
、
１
１
２
０
ha
で
あ

り
、
今
後
も
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

経
営
基
盤
強
化
法
の
中
で
、

意
欲
の
あ
る
農
業
経
営
者
に
農

地
を
集
積
す
る
た
め
、
目
標
を

立
て
て
取
り
組
ん
で
い
る
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
方
で
農
業
法

人
を
作
る
と
か
、
集
落
で
人
・

農
地
プ
ラ
ン
で
の
経
営
を
考
え

る
な
ど
、
農
地
集
積
に
有
効
な

手
段
に
市
で
も
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　

集
落
で
行
っ
て
い
る

　
　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
制
度
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

農
地
を
含
め
た
多
面

　
　
　

的
機
能
の
維
持
を
図

り
、
地
域
の
協
働
活
動
に
係
る
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
制
度
に
取
り
組
む
団

体
の
増
加
を
、
今
後
も
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

耕
作
放
棄
地
の
固
定
資
産

　
　
　

税
の
課
税
の
考
え
方
と
、
現

段
階
で
の
面
積
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

遊
休
農
地
に
係
る
固
定
資

　
　
　

産
税
の
課
税
強
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
地
方
税
法
等
の
一

部
改
正
が
行
わ
れ
、
農
地
法
に
基
づ

き
農
業
委
員
会
か
ら
農
地
中
間
管
理

機
構
と
の
協
議
、
勧
告
を
受
け
た
農

地
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
分
か

ら
現
行
の
１
・
８
倍
の
課
税
が
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

伊
達
市
で
は
、
２
１
０
ha
の
再
生

可
能
な
荒
廃
農
地
が
あ
り
ま
す
が
、

農
地
を
耕
作
し
て
も
ら
う
の
が
目
的

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
対
象
が
な
い

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

消
防
団
の
機
能
別
消
防
団

　
　
　

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
市
と
し
て
は
、
機
能

　
　
　

別
消
防
団
と
い
う
概
念
は
条

例
、
規
則
に
定
義
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
団
員
の
減
少
、
火
災
の
際
の
日

中
の
団
員
結
集
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、

機
能
別
消
防
団
の
設
置
に
向
け
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■耕作放棄地の対応策の考えを問う

清野　公治 議員

　
　
　
　

記
念
誌
の
発
行
、
記

　
　
　

念
碑
、
記
念
式
典
、
閉

校
式
等
の
記
念
事
業
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

閉
校
の
記
念
事
業

　
　
　

は
、
地
区
割
り
、
世
帯

割
り
な
ど
で
算
出
し
、
交
付
金

と
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　

廃
校
後
の
学
校
施
設

　
　
　

の
管
理
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

市
の
施
設
な
の
で
、

　
　
　

跡
地
利
用
が
決
ま
る
ま

で
市
が
管
理
し
ま
す
。

　
　
　
　

５
校
の
総
額
２
億
７

　
　
　

０
０
０
万
円
も
の
備
品

（
テ
レ
ビ
、
放
送
設
備
等
）
の

利
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

主
に
梁
川
小
学
校
や

　
　
　

他
の
学
校
へ
移
管
し
ま

す
。
ま
た
移
管
し
な
か
っ
た
も

の
は
、
閉
校
後
の
施
設
の
利
用

状
況
を
見
な
が
ら
活
用
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

校
舎
の
利
活
用
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
全
国
的
に
一

番
多
い
の
が
学
校
関
係
、
次
に

社
会
体
育
施
設
で
す
。
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
跡
地
利
用
の
考
え

や
、
跡
地
に
対
す
る
国
の
補
助
制
度

の
活
用
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

利
用
実
態
に
配
慮
し
、
地

　
　
　

域
の
雇
用
や
振
興
に
資
す
る

活
用
や
、
事
業
者
か
ら
の
活
用
提
案

も
検
討
し
ま
す
。

　

各
省
庁
か
ら
の
様
々
な
補
助
も
あ

り
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　

掛
田
地
区
モ
デ
ル
事
業

　
　
　

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
29
年

度
ま
で
の
計
画
で
、
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
ま
で
で
５
億
３

８
０
３
万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
費
総
額
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
29
年
度
ま
で
の
５
年

　
　
　

間
で
、
総
事
業
費
７
億
７
０

０
万
円
、国
費
２
億
７
４
０
０
万
円
、

市
の
負
担
は
、
合
併
特
例
債
３
億
６

５
０
０
万
円
、
６
６
０
０
万
円
は
、

一
般
財
源
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　

事
業
の
成
果
目
標
が
６
点

　
　
　

あ
り
ま
す
。
現
在
ま
で
の
成

果
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

現
在
、
成
果
目
標
の
う
ち

　
　
　

３
点
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

Ｓ
Ｗ
Ｃ
白
根
地
区
モ
デ
ル

　
　
　

事
業
の
新
市
建
設
計
画
予
算

の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
26
年
度
に
白
沢
地
区

　
　
　

健
幸
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

立
て
、
平
成
29
年
度
に
新
た
に
計
画

を
作
り
順
次
、
基
本
構
想
、
実
施
設

計
、
建
築
工
事
費
用
等
を
計
上
し
て

進
め
ま
す
。

■梁川地域５校の統合に向けて諸問題を問う

八巻　善一 議員

Ｓ
Ｗ
Ｃ
モ
デ
ル
整
備
事
業
に
つ
い
て

消
防
団
の
今
後
の
対
応
策
は
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市
で
は
、
新
多
目
的

　
　
　

交
通
シ
ス
テ
ム
事
業
と

し
て
、
商
店
街
の
活
性
化
や
地

域
住
民
の
足
を
確
保
す
る
た

め
、
商
工
会
で
実
施
し
て
い
る

「
町
な
か
タ
ク
シ
ー
」
に
補
助

金
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

山
間
部
に
住
む
高
齢
者
か

ら
、「
運
転
で
き
る
う
ち
は
い

い
が
、
運
転
で
き
な
く
な
る
と

病
院
や
買
い
物
に
行
け
な
く
な

り
、
困
っ
て
し
ま
う
。
何
と
か

助
け
て
も
ら
い
た
い
。」
と
要

望
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
交

通
事
故
の
傾
向
と
分
析
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

過
去
５
年
の
高
齢
者

　
　
　

の
交
通
事
故
の
件
数
を

見
る
と
、
事
故
の
件
数
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
す
。
た
だ
し
、
65
歳

以
上
の
事
故
件
数
の
割
合
は
増

加
傾
向
に
あ
る
と
分
析
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

各
種
団
体
と
連
携
し
た
事

　
　
　

故
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

春
夏
秋
冬
の
各
季
節
に
お

　
　
　

い
て
、
各
地
域
で
交
通
安
全

協
会
、
安
全
運
転
管
理
者
会
、
交
通

安
全
母
の
会
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
街
頭
指
導
、
チ
ラ
シ
配
布
、
広

報
車
に
よ
る
広
報
活
動
な
ど
交
通
安

全
の
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

自
動
車
運
転
免
許
証
自
主

　
　
　

返
納
者
に
対
す
る
具
体
的
な

支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
独
自
の
支
援
策
は
現
在

　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
。
福
島
県
全
体

で
は
、
県
タ
ク
シ
ー
協
会
が
自
動
車

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し

て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
１
割
引
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
と
し
て
は
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■高齢者ドライバーの支援策について

丹治千代子 議員

　
　
　
　

食
べ
ら
れ
る
状
態
な

　
　
　

の
に
捨
て
ら
れ
る
食
品

ロ
ス
は
家
庭
や
ス
ー
パ
ー
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
農
林
水
産

省
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
年
間

２
７
９
７
万
ｔ
の
食
品
廃
棄
物

が
発
生
し
、
こ
の
う
ち
４
割
近

い
６
３
２
万
ｔ
が
食
品
ロ
ス
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

本
市
に
お
い
て
も
、
教
育
施
設

に
お
け
る
学
校
給
食
や
、食
育
、

環
境
教
育
な
ど
を
通
し
て
食
品

ロ
ス
削
減
の
た
め
の
啓
発
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

学
校
に
お
い
て
は
、

　
　
　

常
日
ご
ろ
か
ら
成
長
に

と
っ
て
大
切
な
食
べ
物
で
あ
る

こ
と
や
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
、
自
然
へ
の
恵
み
や
料

理
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
人
へ
感

謝
す
る
こ
と
を
通
し
て
残
さ
ず

食
べ
る
よ
う
給
食
の
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
児
童
・
生
徒
が
残
さ
ず
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫

や
地
産
地
消
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

お
い
し
い
給
食
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
　
　
　

本
年
４
月
か
ら
、
５
年
間

　
　
　

の
食
育
推
進
の
目
標
や
施
策

を
定
め
た
政
府
の
第
三
次
食
育
推
進

基
本
計
画
で
も
、
食
品
ロ
ス
の
削
減

が
重
点
課
題
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。
各
自
治
体
に
対
し
て
食
育
推

進
計
画
の
策
定
を
促
し
て
い
ま
す

が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

今
、
健
康
だ
て
21
改
定
を

　
　
　

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
議
員
お
質
し
の
よ
う
な
も
の

に
つ
い
て
も
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

家
庭
に
お
け
る
食
品
在
庫

　
　
　

の
適
切
な
管
理
や
、
食
材
の

有
効
活
用
の
取
り
組
み
を
始
め
、
飲

食
店
等
に
お
け
る
、
残
さ
ず
食
べ
る

運
動
や
持
ち
帰
り
運
動
の
展
開
な

ど
、
市
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ

た
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

食
品
ロ
ス
と
い
う
言
葉
や

　
　
　

考
え
方
は
、
ま
だ
一
般
的
に

浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
存

じ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
考

え
方
の
意
識
の
醸
成
の
た
め
の
広
報

は
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■食品ロスの削減に挑戦しよう！

大條　一郎 議員
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伊
達
市
に
お
け
る

　
　
　
「
姉
妹
都
市
」、「
友
好

交
流
都
市
」、「
大
規
模
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」、「
国
際
姉
妹

都
市
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

本
市
は
３
つ
の
協
定

　
　
　

を
結
ん
で
お
り
ま
す
。

姉
妹
都
市
、
友
好
交
流
都
市
は

歴
史
、
物
産
、
防
災
等
各
分
野

で
の
友
好
関
係
を
推
進
し
、
市

民
レ
ベ
ル
で
も
交
流
を
推
進

し
、
相
互
に
地
域
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
相
互
応
援
協

定
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
、
大
規
模
な
被
害
に
遭
う

恐
れ
の
少
な
い
遠
隔
地
と
の
協

力
関
係
が
必
要
と
な
り
、
災
害

に
備
え
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
お
り
ま
す
。

【
姉
妹
都
市
】

　

北
海
道
松
前
町

【
友
好
交
流
都
市
】

　

滋
賀
県
草
津
市

【
大
規
模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
】

　

北
海
道
松
前
町
、島
根
県
出
雲
市
、

　

新
潟
県
見
附
市
、新
潟
県
三
条
市
、

　

滋
賀
県
草
津
市
、山
形
県
米
沢
市
、

　

長
野
県
南
牧
村
、
千
葉
県
白
井
市

【
国
際
姉
妹
都
市
】

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国　

マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州　

リ
ヴ
ィ
ア
市

　
　
　
　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

　
　
　

力
発
電
所
及
び
、
福
島
第
二

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
原
子

力
損
害
賠
償
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
地
域
農
業
振
興
協
議

　
　
　

会
に
お
い
て
、
農
畜
産
物
の

損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
～
平
成
28
年
度
、
第
62

次
ま
で
の
農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
請

求
合
計
は
、
２
０
９
億
２
７
９
８
万

円
で
、
受
取
額
は
２
０
１
億
４
０
３

３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
業
の
賠
償
金
支
払
い
に
つ
い

て
は
、
個
々
の
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

請
求
し
て
い
て
把
握
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
伊
達
市
商
工
会
と
保
原
町
商
工

会
で
の
相
談
件
数
は
、
平
成
27
年
度

は
１
８
２
件
、
平
成
23
年
度
～
平
成

27
年
度
の
総
件
数
で
は
１
３
３
０
件

の
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

■伊達市における「姉妹都市」等について

菅野與志昭 議員

　
　
　
　
「
カ
リ
過
剰
の
牧
草

　
　
　

を
食
べ
た
牛
は
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
阻
害
さ
れ
、
低
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
血
症
に
な
る
。」
と
い
う

報
告
が
県
北
家
畜
保
健
衛
生
所

か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
過
剰
の
牧
草
の
給
餌

と
、
牛
が
死
亡
し
た
因
果
関
係

は
、
県
北
家
畜
保
健
衛
生
所
の

報
告
か
ら
明
ら
か
で
す
。
伊
達

市
の
牧
草
と
圃
場
の
調
査
結
果

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

今
年
７
月
に
牧
草
と

　
　
　

牧
草
地
の
土
壌
成
分
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
平
均
値
よ

り
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
が
少
し
低
く
、
カ
リ
ウ
ム
が

少
し
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
牛
の
死
因
が
、
低
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
血
症
と
確
認
さ
れ
た

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

放
射
能
吸
収
抑
制
対

　
　
　

策
で
塩
化
カ
リ
ウ
ム
を

大
量
散
布
し
た
の
で
、
圃
場
の

カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
圃
場
が
、
原
発
事
故
以
前
の
元

の
優
良
な
圃
場
に
戻
る
ま
で
に
は
、

10
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
更
に
塩
化
カ
リ
ウ
ム
を
撒
く
の

か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

県
の
実
施
要
項
で
は
、
実

　
　
　

施
期
間
が
平
成
31
年
３
月
ま

で
と
な
っ
て
い
て
、
放
射
能
抑
制
対

策
上
の
カ
リ
散
布
は
有
効
で
、
平
成

29
年
度
も
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。

　
　
　
　

優
良
な
圃
場
回
復
へ
の
対

　
　
　

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

牧
草
地
の
調
査
方
法
、
圃

　
　
　

場
回
復
方
法
を
含
め
て
専
門

的
見
地
か
ら
総
合
的
な
取
り
組
み
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
専
門
機
関
か
ら
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
畜
産
農
家
へ
の
対
応

を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

畜
産
農
家
の
救
済
支
援

　
　
　

を
、
県
、
県
北
家
畜
保
健
衛

生
所
と
情
報
連
携
し
行
う
こ
と
と
、

自
主
的
検
査
費
用
と
獣
医
検
査
費
用

の
支
援
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　

土
壌
分
析
を
行
い
、
そ
の

　
　
　

結
果
を
基
に
各
農
家
に
合
わ

せ
た
指
導
を
、
伊
達
農
業
普
及
所
が

中
心
と
な
っ
て
行
う
こ
と
を
検
討
し

進
め
ま
す
。

　

費
用
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
は
、

専
門
機
関
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

■カリ過剰の牧草で牛死亡の因果関係を問う

佐藤　清壽 議員
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今
議
会
の
質
問
の
中

　
　
　

で
、
Ｃ
エ
リ
ア
の
除
染

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

全
面
除
染
は
「
大
変
だ
か
ら
」

や
ら
な
い
と
し
た
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
福
島
市
、
桑
折
町
、

国
見
町
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、伊
達
市
だ
け
が
「
大
変
」

な
の
か
、何
が
ど
の
よ
う
に「
大

変
」
な
の
か
。
更
に
、
各
市
町

０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
目
指
し
て
い
る
が
、
伊
達
市

も
同
じ
と
認
識
し
て
良
い
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

科
学
的
知
見
を
理
解

　
　
　

い
た
だ
く
こ
と
も
含

め
大
変
と
い
う
こ
と
で
、
大
変

だ
か
ら
や
り
た
く
な
い
と
い
う

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

で
、
基
本
的
に
は
０
・
23
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
標
と
し

て
き
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

 

他
市
町
は
既
に
除
染
を
終

　
　
　

え
ま
し
た
。「
大
変
だ
か
ら
」

除
染
し
な
い
な
ど
、
伊
達
市
は
「
大

変
だ
か
ら
」
が
先
に
来
ま
す
。
市
民

は
大
変
不
幸
で
す
。
市
政
は
市
民
の

た
め
の
も
の
、
市
民
の
た
め
に
Ｃ
エ

リ
ア
の
除
染
、
Ａ
・
Ｂ
エ
リ
ア
の
再

除
染
を
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

 

安
全
だ
と
言
っ
て
も
、
安

　
　
　

心
で
き
な
い
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
判
断
し

て
お
り
、
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　

市
道
側
溝
除
染
の
未
施
工

　
　
　

問
題
に
つ
い
て
は
、
市
の
調

査
委
員
会
が
依
頼
し
た
第
三
者
機
関

よ
り
、
当
該
業
者
以
外
に
も
33
路
線

の
未
施
工
が
あ
っ
た
と
す
る
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
特
別
調

査
委
員
会
は
、
そ
の
報
告
書
の
提
出

を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
未
だ
に
提

出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
提
出
を
拒

む
理
由
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

 

議
会
特
別
調
査
委
員
会
の

　
　
　

目
的
は
、
当
初
の
未
施
工
問

題
に
つ
い
て
の
調
査
と
認
識
し
て
お

り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
範
疇
か
ら

外
れ
る
と
い
う
認
識
で
断
り
ま
し

た
。
食
い
違
い
が
あ
る
よ
う
な
の
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■除染しない理由は「大変だから」？

高橋　一由 議員

　
　
　
　

健
幸
都
市
推
進
事
業

　
　
　
「
健
康
運
動
教
室
」「
元

気
づ
く
り
会
」
の
健
康
向
上
や

医
療
費
の
実
績
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　
「
健
康
運
動
教
室
」

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
３
カ
所

で
若
返
り
効
果
が
出
て
い
ま

す
。
体
力
年
齢
は
、
開
始
時

67
・
３
歳
だ
っ
た
の
が
、
６
年

後
に
は
59
・
８
歳
と
７
・
５
歳

若
返
り
が
見
ら
れ
た
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
、
身
長
と
体
重
の
関
係
の

数
値
で
す
が
、
男
性
開
始
時

23
・
９
％
が
６
年
後
23
・
１
％

と
マ
イ
ナ
ス
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
、

女
性
は
24
％
が
23
％
と
１
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
非
参
加
者
の
方
は
30
万
５

０
０
０
円
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、

開
始
か
ら
５
年
で
19
万
５
０
０

０
円
と
年
間
約
11
万
円
が
抑
制

さ
れ
た
と
い
う
平
成
26
年
度
の
実
績

が
あ
り
ま
す
。「
元
気
づ
く
り
会
」

で
は
、血
圧
を
毎
回
測
定
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
収
縮
期
の
血
圧
（
上
の
血

圧
）
が
、
初
回
に
つ
い
て
は
40
％
正

常
な
方
が
い
た
の
で
す
が
、
６
カ
月

後
に
は
67
％
に
増
加
し
て
い
る
実
績

が
あ
り
ま
す
。
拡
張
期
の
血
圧
（
下

の
血
圧
）
が
72
％
の
方
が
６
カ
月
後

84
％
と
い
う
こ
と
で
数
値
に
改
善
が

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
加
す
る
こ
と

で
、
他
に
も
地
域
づ
く
り
と
い
う
観

点
で
、
単
に
健
康
を
向
上
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
住
民

の
共
助
と
い
う
も
の
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
効
果
が
出
て
い
る
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　

事
業
の
継
続
に
つ
い
て
平

　
　
　

成
28
年
度
は
予
算
化
さ
れ
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
国

　
　
　

の
財
源
で
行
っ
て
お
り
、
平

成
28
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、
継
続

に
向
け
て
内
容
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

　

健
康
運
動
教
室
他
合
わ
せ
て
参
加

者
約
２
０
０
０
人
、
現
在
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
２
万
人
お
り
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
方
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
継
続
し
て
、
市
民
の

方
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
な
提
供
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

■健幸都市推進事業の効果を問う

菊地　邦夫 議員
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福
島
市
・
米
沢
市
・
相

馬
市
・
伊
達
市
で
構
成
さ

れ
る
四
市
議
会
連
絡
協
議

会
は
、
去
る
７
月
26
日
に

国
土
交
通
省
福
島
河
川
国

道
事
務
所
、
磐
城
国
道
事

務
所
、
８
月
８
日
に
国
土

交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
、26
日
に
自
由
民
主
党
、

国
土
交
通
省
、
復
興
庁
及

び
地
元
選
出
国
会
議
員
へ

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
南
東
北

地
域
の
発
展
と
震
災
及
び

原
子
力
災
害
か
ら
の
早
期

復
興
の
た
め
、
東
北
中
央

自
動
車
道
（
相
馬
～
伊
達

～
福
島
～
米
沢
間
）
の
整

備
促
進
を
図
り
早
期
完
成

を
求
め
る
も
の
で
す
。

亀岡偉民衆議院議員に要望書を手渡す安藤喜昭議長（中
央）と大橋良一副議長（左）

みなさんからの請願・陳情

受理番号 請　願　件　名 請　願　者 採決の結果

第９号 伊達市中道地内、市道（11278号線）の
拡幅に関する請願

志和田第二町内会
会長　橘内　忠信　外１名

採　　　択
（産業建設常任委員会）

第10号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出
の請願について

日本労働組合総連合会福島県連合会
伊達地区連合会
議長　高橋　誠一

趣 旨 採 択
（総務生活常任委員会）

第11号
次期介護保険制度改正における福祉用具、
住宅改修の見直しに関する意見書の提出を
求める請願書

福島市
海老根　潤

採　　　択
（文教福祉常任委員会）

受理番号 陳　情　件　名 陳　情　者 採決の結果

第５号
避難者支援に係る補助金不正受給等が報道
されている団体、一般社団法人ＦＬＩＰに
対する公金支出の即時停止を求める陳情

新潟県新潟市
鈴木　公成

６月定例会　継続審査
不　採　択

（総務生活常任委員会）

第６号 国道349号福島・宮城県境未改良区間整
備促進の陳情について

五十沢自治会長　岡﨑　光
　　　　　　　　　外13名

採　　　択
（産業建設常任委員会）

９月定例会で受理したのは、請願３件、陳情１件の合計４件でした。  
所管の委員会に付託して審査し、委員長が本会議に審査結果を報告、採決の結果、次のとおり決まりました。 
なお、継続審査となっていた陳情１件についても今回決まりました。

議員政治倫理条例を制定
　議員は公職者としての行為規範と見識により、

明確な政治倫理基準に基づき、誇りをもって市政

を担いつつ、説明責任を果たしていくことが必要

であることから、議員と市民との信頼関係を築き

深める基盤として、「伊達市議会議員政治倫理条

例」を制定しました。

○主な内容

・市民全体の代表者として、名誉と品位を損なう

ような一切の行為を慎み、その職務に関して不正

の疑惑を持たれる恐れのある行為をしないこと。

・地位を利用して、いかなる金品も授受しないこと。

・市が行う許可、認可等の行政処分や補助金等の

交付決定に関して、不正に特定の企業、団体及び

個人のために働きかけをしないこと。

・市の職員等の公正な職務の執行を妨げ、その権

限又は地位による影響力を不正に行使するような

働きかけをしないこと。

・議員が自ら事業を営んでいる場合や収益事業を

営む法人、市から補助金を受け、または受けよう

とする法人の役員等に就いている場合は、議長に

報告しなければならない。

・政治倫理審査会の設置、審査結果の公表。



　議会報告会は、毎年、前期と後期の２回に分けて市内 22 カ所で開いています。
　前期にあたる第 12 回議会報告会は、別表のとおり７月 21 日、22 日の２日間、10 カ所で開催
しました。出席された市民との意見交換の中で出された要望及び意見について、代表的なものを「Ｑ
＆Ａ方式」と市民からの「市政要望事項」として掲載します。大きな課題等については、議会政策
討論会に生かしていきます。

2016年11月10日発行　伊達市議会だよりvol.44　 14

Ｑ　
水
道
を
敷
設
し
な
い
地
区

で
の
、
水
質
検
査
を
無
料
で

行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
井
戸
掘
削

の
補
助
を
上
限
な
し
で
、
３
分
の
２

も
し
く
は
２
割
自
己
負
担
の
要
望
を

お
と
と
し
の
議
会
報
告
会
で
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ボ
ー
リ
ン
グ
で
２
０
０
ｍ
掘
る
と

２
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
り
、「
飲
料
水

対
策
事
業
補
助
」
の
上
限
が
60
万
円

で
は
、
１
４
０
万
円
の
自
己
負
担
に

な
る
の
で
、
も
っ
と
補
助
さ
れ
る
制

度
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

議
会
で
補
助
金
に
つ
い
て
、
提
案

す
る
形
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ
　
要
望
の
件
は
、
議
会
報
告

会
責
任
者
会
議
に
、
挙
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
お
伝
え
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
回

答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

水
道
の
拡
張
は
概
ね
終
わ
り
ま
し

た
。
旧
梁
川
町
は
、
全
町
給
水
区
域

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
水
を
飲
む
権

利
が
あ
る
の
で
す
が
、
ま
だ
水
道
が

来
て
い
ま
せ
ん
。
白
根
、
山
舟
生
地

区
で
は
、
水
道
が
来
な
い
こ
と
に
対

し
て
、
説
明
す
る
よ
う
に
水
道
部
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
①
同
報
系
防
災
行
政
無
線

の
設
置
箇
所
が
白
根
地
区
は

２
カ
所
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
白
根
を
カ
バ
ー
で
き
ま
す
か
。

　

②
市
か
ら
の
一
方
的
な
通
報
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
行
事

を
報
じ
る
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き

る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
　
①
無
線
の
伝
搬
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
白
根
地
区
は

２
カ
所
で
カ
バ
ー
で
き
る
判
断
を
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

②
要
望
と
し
て
伝
え
ま
す
。(

担

当
部
局
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
実
施
可

能
の
回
答)

◆

Ｑ　
市
の
鳥
獣
害
対
策
で
、
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
や
電
気
柵

の
補
助
条
件
の
変
更
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。
３
戸
以
上
で
は
な
く
、
１

戸
で
も
対
象
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

隣
の
丸
森
町
で
は
、
１
戸
で
も
半
額

助
成
を
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
が
。

Ａ
　
現
行
制
度
で
営
農
の
条
件

と
事
業
費
上
限
は
は
あ
り
ま

す
が
、
１
戸
で
も
３
分
の
１
を
補
助

す
る
制
度
は
あ
り
ま
す
。
補
助
率
を

上
げ
る
要
望
と
し
て
市
当
局
へ
伝
え

ま
す
。

◆

Ｑ　
６
月
議
会
で
学
校
統
廃
合

の
条
例
が
可
決
さ
れ
、
梁
川

地
域
の
小
規
模
小
学
校
が
廃
校
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
記
念
誌
な
ど
も
作

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
十
分
な
予
算

を
配
分
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
、
閉
校
の
準
備
委
員
会

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の

他
の
意
見
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ
　
閉
校
式
は
、
卒
業
式
が
終

わ
っ
た
後
に
行
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
泉
原
小
学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め
ま

し
た
。

　

記
念
誌
等
の
予
算
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の

他
の
意
見
の
尊
重
に
つ
い
て
は
、
要

望
と
し
て
伝
え
ま
す
。

◆

Ｑ　
河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

の
う
ち
草
刈
り
は
、
業
者
に

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
。
草
の
刈
り
残
し
も
か
な
り
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で
、
ど
ん

ど
ん
除
草
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
手
当
を
出
す
か
、
業
者
に

委
託
す
る
か
が
必
要
で
す
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
、
河
川
の
中
に

入
っ
て
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の

除
草
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ケ
ガ
の

恐
れ
も
あ
る
の
で
、
担
当
課
と
話
し

ま
し
た
が
、
安
全
な
と
こ
ろ
を
刈
っ

て
い
た
だ
き
た
い
そ
う
で
す
。

　

以
前
、
霊
山
石
田
地
区
で
も
同
じ

声
を
い
た
だ
い
て
、
市
に
伝
え
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
、
回
答
は
来
て
い
ま

せ
ん
。
難
し
い
問
題
な
の
で
。
業
者

で
ど
う
な
の
か
と
、
市
に
も
う
一
度

要
望
と
し
て
伝
え
ま
す
。 

◆

Ｑ　
河
川
の
堆
積
土
に
つ
い
て

で
す
が
、
上
小
国
川
の
上
流

で
、
昭
和
39
年
の
災
害
で
、
３
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
堆
積
土
が
溜
ま
っ
て
い
て
、
農

地
な
ど
が
冠
水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
保
原
土
木
事
務
所
に
要
望
し
て

白
根
小
学
校
区
（
白
根
地
区
交
流
館
）

小
国
小
学
校
区
（
小
国
地
区
交
流
館
）

１班

7月21日　白根地区交流館



も
、
色
よ
い
返
事
が
な
く
、
ぜ
ひ
、

土
砂
の
撤
去
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。 

 

Ａ
　
伊
達
地
域
で
も
県
に
行
っ

て
河
川
の
堆
積
土
の
撤
去
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
県
に
要
望
と
し
て
伝
え
ま

す
。

◆

Ｑ　
県
道
の
除
草
に
つ
い
て
、

天
井
班
は
、
２
㎞
を
９
世
帯

で
や
り
ま
す
が
、
他
の
地
区
は
業
者

に
委
託
し
て
、
草
刈
り
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

で
は
な
く
県
の
問
題
な
の
で
す
が
、

ぜ
ひ
上
組
は
業
者
に
除
草
を
し
て
も

ら
い
た
い
意
向
が
あ
り
、
強
く
申
し

入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

Ａ
　
県
に
要
望
と
し
て
伝
え
ま

す
。

◆

Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
議
員
が
佐
賀
県
小
城
市

を
視
察
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
近
く
に
は
天
童
市
や
福
島
県
湯

川
村
の
例
も
あ
り
、
昨
年
は
一
万
俵
も

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
伊
達
市
で
も
ぜ
ひ
充
実
さ

せ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

Ａ
　
市
も
前
向
き
に
取
り
組
む

と
言
っ
て
お
り
ま
の
で
、
要

望
と
し
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

Ｑ　
福
島
市
、
川
俣
町
で
、
放

射
線
量
を
下
げ
る
た
め
泥
上

げ
を
す
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
伊
達
市
は
、
計
画
に
も
乗
せ

て
い
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
く
、

Ｑ　
他
の
自
治
体
で
は
、
全
戸
、

空
き
地
ま
で
除
染
し
て
い
る

の
に
伊
達
市
は
な
ぜ
除
染
し
な
い
の

で
す
か
。

Ａ　

Ｃ
エ
リ
ア
除
染
に
つ
い
て

は
、
議
会
と
し
て
要
請
中
で

す
。
市
民
の
要
望
を
市
当
局
に
伝
え

ま
す
。

主
要
な
沼
か
ら
、
除
染
を
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
番
高
い

新
沼
の
放
射
線
量
は
、
１
㎏
あ
た
り

10
万
ベ
ク
レ
ル
あ
り
ま
す
。
堤
防
が

決
壊
し
な
い
と
も
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

　

泥
払
い
は
、
自
己
負
担
が
原
則
で

す
が
、
福
島
県
職
員
か
ら
、
泥
払
い

を
国
費
で
出
来
る
い
い
機
会
で
す
と

聞
い
て
い
ま
す
。 

Ａ　

要
望
と
し
て
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。

◆

Ｑ　
ク
ラ
ス
タ
ー
型
の
合
併
を

し
た
の
だ
が
、
現
状
を
見
る

に
、
も
う
少
し
機
能
を
充
実
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
　
要
望
と
し
て
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。

Ｑ　
昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北

豪
雨
水
害
へ
の
復
旧
対
処
が
遅

れ
て
い
ま
す
が
、
早
急
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。 

Ａ
　
一
日
で
も
早
く
復
旧
さ
せ

る
よ
う
、
強
く
県
・
市
に
要

請
し
ま
す
。

Ｑ　
公
民
館
が
交
流
館
に
代
わ

り
、
社
会
教
育
事
業
（
生
涯

学
習
）
が
停
滞
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
市
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

し
た
生
涯
学
習
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。 Ａ

　
市
当
局
に
伝
え
ま
す
。

◆

Ｑ
　
本
庁
舎
増
築
事
業
に
よ
っ

て
保
原
地
域
だ
け
が
活
性
化

し
、
そ
の
他
の
地
域
が
さ
び
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

ま
す
。
他
地
域
の
振
興
策
は
ど
う
す

る
の
で
す
か
。
ま
た
、
梁
川
分
庁
舎

跡
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
か
決

ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
。 

Ａ
　
役
所
機
能
が
保
原
本
庁
舎

と
梁
川
分
庁
舎
に
分
か
れ
て

い
る
た
め
、
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
の
増
築
に

よ
り
役
所
機
能
を
一
つ
に
す
る
こ
と

で
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
も
の

で
す
。
今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、梁
川
分
庁
舎
跡
の
利
用
は
、

現
在
検
討
中
で
す
。◆

Ｑ　
梁
川
地
域
で
は
５
つ
の
小

学
校
が
梁
川
小
学
校
に
統
合

さ
れ
廃
校
と
な
り
ま
す
。
小
学
校
跡

施
設
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
ま
す
か
。 

Ａ
　
市
当
局
に
小
学
校
跡
の
利

用
に
関
し
て
は
、
住
民
の
声

を
聞
い
て
進
め
る
よ
う
に
伝
え
ま

す
。

◆

Ｑ　
月
舘
小
中
一
貫
校
の
進
捗

状
況
を
聞
き
た
い
で
す
。 

Ａ
　
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

「
小
中
一
貫
教
育
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

◆

Ｑ　
昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北

豪
雨
で
大
き
な
被
害
が
あ
り

１
年
近
く
経
過
し
ま
し
た
が
、
久
保

田
地
区
の
復
旧
が
な
か
な
か
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
早
急
に
対
応
し
て
ほ
し

い
で
す
。 

7月22日　小国地区交流館

15　 2016年11月10日発行　伊達市議会だよりvol.44

堰
本
小
学
校
区
（
堰
本
地
区
交
流
館
）

月
舘
小
学
校
区
（
月
舘
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）

２班

7月21日　堰本地区交流館
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Ａ
　
水
害
の
被
災
箇
所
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
復
旧
さ
せ
る

よ
う
市
を
通
し
て
県
へ
要
請
す
る
よ

う
に
伝
え
ま
す
。 ◆

Ｑ　
冬
季
の
降
雪
時
の
除
雪
に

つ
い
て
、
通
学
路
優
先
の
除

雪
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

Ａ
　
通
学
路
を
優
先
し
て
除
雪

す
る
よ
う
、
市
当
局
に
伝
え

ま
す
。

◆ 

Ｑ　
小
学
校
統
廃
合
後
の
跡
施

設
や
認
定
こ
ど
も
園
開
園
に

よ
る
幼
稚
園
跡
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
声
を
聞
い
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。 

Ａ
　
住
民
の
意
見
を
十
分
に
聞

い
て
進
め
る
よ
う
に
市
当
局

に
伝
え
ま
す
。

◆ 

Ｑ　
災
害
時
の
周
知
の
方
法
や

避
難
所
を
ど
こ
に
す
る
の
か

な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

Ａ
　
各
自
治
組
織
に
自
主
防
災

組
織
を
設
立
す
る
よ
う
促
す

こ
と
、
さ
ら
に
、
地
域
ご
と
の
避
難

所
決
定
に
つ
い
て
も
、
市
と
し
て
積

極
的
に
対
応
す
る
よ
う
伝
え
ま
す
。

 

Ｑ　
伊
達
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
運
転
免
許
返
納

な
ど
に
よ
っ
て
、
生
活
用
品
な
ど
の

購
入
に
支
障
を
き
た
す
「
買
物
難
民
」

対
策
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
議
会
と
し
て
も
対
策
は
考

え
ま
す
が
、
市
当
局
に
も
伝

え
ま
す
。

Ｑ　
市
道
側
溝
除
染
よ
り
優

先
的
に
生
活
圏
の
全
面
除
染

を
な
ぜ
進
め
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

再
々
、
市
に
申
し
入
れ
を
し
て
き
ま

し
た
が
一
向
に
聞
き
入
れ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
市
長
は
選
挙
時
に
公
約
し

た
は
ず
、
市
民
と
の
約
束
を
違
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、安
心・

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
仮
置
場
か

ら
早
急
に
汚
染
物
質
の
搬
出
を
要
望

し
ま
す
。 

Ａ
　
ご
意
見
・
要
望
に
つ
い
て

市
当
局
に
伝
え
ま
す
。

◆ 

Ｑ　
来
年
度
よ
り
、
梁
川
地
域

の
小
規
模
小
学
校
が
統
合
さ

れ
る
よ
う
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
余
り
の
突
然
の
感

は
否
め
ま
せ
ん
。
統
合
あ
り
き
で
進

め
る
の
で
な
く
地
域
の
住
民
と
十
分

な
意
見
と
議
論
を
重
ね
、
時
間
を
掛

け
て
施
設
の
利
活
用
も
検
討
し
な
が

ら
統
合
を
進
め
る
よ
う
切
望
い
た
し

ま
す
。Ａ

　
地
域
の
み
な
さ
ん
と
十
分

な
議
論
と
意
見
を
交
わ
し
、

理
解
を
頂
き
な
が
ら
統
合
の
こ
と
に

つ
い
て
は
進
め
る
よ
う
当
局
に
お
伝

え
し
ま
す
。今
回
、統
合
に
踏
み
切
っ

た
地
域
は
、
市
当
局
と
十
分
に
議
論

し
、
会
合
を
重
ね
て
同
意
さ
れ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。◆

Ｑ　
学
校
の
統
合
は
地
域
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。
当
地
域
で
も
現
状

と
将
来
の
児
童
数
を
捉
え
た
場
合
、

今
か
ら
統
合
の
議
論
は
進
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
高

齢
者
対
策
も
含
め
た
全
体
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
地
域
の
中
で
喫
緊
の
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
な
が
ら
議

論
を
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

市
と
し
て
も
高
齢
者
対
策
等
も

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
す
る
よ
う
伝
え
ま
す
。

◆

Ｑ　
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
警

備
・
管
理
体
制
を
ど
の
よ
う

に
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
　
廃
校
施
設
の
警
備
・
管
理

等
々
に
つ
い
て
は
市
当
局
で

検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の

屋
外
設
置
は
何
カ
所
な
の
で

す
か
。 Ａ

　
全
体
で
拡
声
子
局
は
76
局

で
す
。
ほ
か
に
、
個
別
受
信

機
３
５
５
機
は
、
機
器
の
設
置
に
つ

い
て
市
と
自
治
会
長(

町
内
会
長)

と
相
談
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

◆

Ｑ
　
衛
生
処
理
組
合
の
焼
却
処

理
施
設
の
改
築
の
話
を
聞
き

ま
す
が
、
現
在
地
以
外
に
移
築
す
る

よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。 

Ａ
　
ご
意
見
と
し
て
お
受
け
い

た
し
ま
す
。 ◆

Ｑ
　
長
沼
（
た
め
池
）
の
汚
泥

処
理
を
要
望
し
ま
す
。
市
の

粟
野
小
学
校
区
（
粟
野
地
区
交
流
館
）

旧
泉
原
小
学
校
区
（
泉
原
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー
）

３班

7月22日　月舘ふるさとふれあいホール

7月21日　粟野地区交流



管
理
で
あ
り
、
総
合
支
所
を
通
し
て

話
を
し
て
い
ま
す
が
、
何
ら
進
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
早
急
に
処
理
対
策

を
講
じ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。 

Ａ
　
市
当
局
に
伝
え
ま
す
。

◆

Ｑ　
「
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
」
の
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
分

析
を
し
て
今
後
の
人
体
影
響
を
総
合

的
に
調
査
す
る
よ
う
活
用
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

Ａ
　
市
当
局
に
伝
え
ま
す
。

◆

Ｑ　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
連
絡
協
議

会
の
補
助
金
が
本
年
度
減
額

さ
れ
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

の
た
め
に
も
活
動
補
助
金
を
減
ら
さ

な
い
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

Ａ
　
市
当
局
に
伝
え
ま
す
。 

◆

Ｑ
　「
泉
原
勤
労
者
交
流
セ
ン

タ
ー
」
西
側
（
後
ろ
側
）
の
道

路
に
グ
ラ
ン
ド
の
暗
渠
か
ら
水
が
流

出
し
て
い
ま
す
。
冬
期
間
は
凍
結
し

て
危
険
な
の
で
排
水
（
側
溝
の
設
置

等
）
改
善
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

Ａ
　
現
場
を
確
認
し
て
、
市
当

局
に
伝
え
ま
す
。 

◆

Ｑ
　
他
自
治
体
は
積
極
的
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
　
市
も
ネ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
発
信

を
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
件
数
・
納
税
額
も
他
自
治
体

の
取
り
扱
い
と
比
べ
少
な
い
状
況
で

す
。
取
り
扱
い
の
増
に
結
び
付
く
よ

う
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
市
当
局
に
伝

え
ま
す
。

◆

Ｑ
　
昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北

豪
雨
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫

に
て
地
域
内
に
住
宅
等
の
床
上
・
床

下
浸
水
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
増

水
に
対
応
す
べ
く
広
瀬
川
の
改
修
工

事
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

Ａ
　
河
川
は
県
の
管
理
で
あ
り

ま
す
が
、
市
担
当
部
局
に
要

Ｑ　
合
併
前
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
様
々
な
施
設
を
有
効

利
用
す
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
保

原
町
に
施
設
が
集
中
す
る
と
思
わ
れ
、

保
原
町
中
心
の
優
遇
策
と
な
っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
、
合
併
か
ら
10
年
が
経

ち
最
初
の
合
併
目
的
と
は
裏
腹
に

な
っ
て
い
な
い
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。

望
を
伝
え
ま
す
。

Ａ
　
市
当
局
に
伝
え
ま
す
。

◆

Ｑ
　
合
併
以
前
に
提
出
し
た「
税

の
口
座
振
替
依
頼
書
」
の
再

提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
状

で
は
不
備
し
て
い
る
が
、
口
座
引
き

落
と
し
さ
れ
て
い
ま
す
。「
不
備
」
で

の
引
き
落
と
し
は
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

Ａ
　
市
当
局
に
伝
え
ま
す
。

◆

Ｑ
　
日
中
に
消
防
団
員
が
い
な

い
現
状
で
は
、
日
中
の
防
災

危
機
管
理
が
出
来
て
な
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
機
能
別
消
防
団
設
置
の

検
討
な
ど
組
織
の
見
直
し
を
要
望
し

ま
す
。Ａ　

市
当
局
に
伝
え
ま
す
。

Ｑ
　
除
染
の
長
期
目
標
に
な
っ

て
い
る
空
間
線
量
率
０
・
23

μ
Sv
／
ｈ
は
い
つ
達
成
で
き
る
の
で

す
か
、
期
限
を
決
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
　
市
当
局
に
報
告
し
ま
す
。

◆

Ｑ　
東
根
川
堤
防
の
草
刈
指
示

は
、
刈
下
げ
１
ｍ
で
は
草
刈

が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
相
談

に
行
っ
た
が
、
管
理
課
か
ら
土
木
課

に
さ
ら
に
県
に
回
さ
れ
ま
し
た
。
市

は
事
業
を
受
け
た
ら
内
容
を
説
明
出

来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

堤
防
の
草
刈
方
法
に
差
が
出
て
い
ま

す
の
で
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

市
当
局
に
報
告
し
ま
す
。7月22日　大田地区交流館
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7月22日　泉原勤労者交流センター

伊
達
東
小
学
校
区
（
伊
達
東
地
区
交
流
館
）

大
田
小
学
校
区
（
大
田
地
区
交
流
館
）

４班

7月21日　伊達東地区交流館



Ｑ　
高
子
舘
周
辺
の
整
備
と
し

て
駐
車
場
が
作
ら
れ
る
よ
う

で
す
が
、
梁
川
八
幡
神
社
の
整
備
と

の
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
高
子

二
十
境
と
い
う
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
あ

る
の
だ
か
ら
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
で
す
。

Ａ
　
高
子
周
辺
の
観
光
誘
客
と

な
る
よ
う
議
会
と
し
て
も
課

題
と
し
ま
す
が
、
市
当
局
に
も
地
元

の
方
々
と
協
議
し
て
一
緒
に
進
め
る

よ
う
伝
え
ま
す
。◆

Ｑ
　
婦
人
会
で
は
、
市
の
様
々

な
行
事
に
協
力
を
惜
し
ま
ず

に
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
婦
人

会
か
ら
市
へ
支
援
を
求
め
る
と
断
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
市
は
、
も

う
少
し
婦
人
会
に
対
し
て
協
力
的
に

接
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
担
当
部
局
に
要
望
と
し
て

伝
え
ま
す
。◆

Ｑ
　
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨

の
被
害
箇
所
で
、
応
急
処
置

の
み
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
所
、
修

繕
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
所
が

あ
り
ま
す
。
雨
が
降
る
た
び
に
心
配

に
な
る
の
で
議
員
に
も
し
っ
か
り
と

現
場
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
現
地
を
確
認
し
て
対
応
し

ま
す
。

◆

Ｑ
　
阿
武
隈
川
堤
防
の
内
側
の

道
路
が
傷
ん
で
い
て
、
車
の

通
行
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
河
川

管
理
者
は
現
場
を
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
の
対
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
必
要
な
道
路
で
あ
り
、
修
繕

に
関
し
て
議
会
か
ら
も
河
川
管
理
者

に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
現
地
を
確
認
し
て
対
応
し

ま
す
。

Ｑ　
五
十
沢
運
動
公
園
の
管
理

を
精
力
的
に
地
域
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。
他
市
町
か
ら
も
利
用
者

が
あ
り
、
年
間
１
万
人
を
超
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
く
、
特
に
ト
イ
レ

の
水
洗
化
や
通
路
舗
装
な
ど
緊
急
に

対
処
す
る
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

要
望
し
て
も
な
か
な
か
実
現
し
な
い

の
で
、
改
め
て
こ
こ
で
要
望
い
た
し

ま
す
。Ａ

　
市
当
局
へ
要
望
と
し
て
伝

え
ま
す
。

◆

Ｑ
　
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨

災
害
の
教
訓
を
こ
れ
か
ら
の

防
災
に
生
か
す
た
め
に
も
、
ど
こ
で

ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
の
か
を

地
図
に
落
と
し
込
ん
だ
「
防
災
マ
ッ

プ
」の
作
成
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

地
域
で
は
写
真
等
の
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
こ
と
は
惜
し
み
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
マ
ッ
プ
等
の
作
成
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ
　
市
当
局
へ
意
見
と
し
て
伝

え
ま
す
。

班 責　任　者 司　　　会 書　　　記 班　　　員

１班 佐　藤　　　実 原　田　建　夫 菅　野　喜　明 八　巻　善　一 菅　野　與志昭

２班 菊　地　邦　夫 熊　田　昭　次 丹　治　千代子 大和田　俊一郎 ―

３班 大　條　一　郎 松　本　善　平 大　橋　良　一 橘　　　典　雄 滝　澤　福　吉

４班 清　野　公　治 小　野　誠　滋 佐　藤　清　壽 吉　田　一　政 ―

５班 佐々木　　　彰 半　澤　　　隆 近　藤　眞　一 中　村　正　明 安　藤　喜　昭

◎役割分担表

開催日 １班 ２班 ３班 ４班 ５班

７月21日㈭
白根地区
交流館 

18名

堰本地区
交流館

 13名

粟野地区
交流館

　９名

伊達東
地区交流館

 ４名

上保原
地区交流館

 ８名

７月22日㈮
小国地区
交流館

 13名

月舘ふるさと
ふれあいホール

 15名

泉原勤労者
交流センター

　８名

大田地区
交流館 

  18名

五十沢地区
交流館

 19名

◎会場別参加者数

7月21日　上保原地区交流館

7月22日　五十沢地区交流館
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上
保
原
小
学
校
区
（
上
保
原
地
区
交
流
館
）

五
十
沢
小
学
校
区
（
五
十
沢
地
区
交
流
館
）

５班
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  ◆放射能対策・復興関係
①主要なため池等の除染を行っていただきたい。（小国地区交流館）
②「他の自治体では全戸・空き地まで除染しているのになぜ除染しないのですか。（堰本地区交流館）」「市道側溝除
　染より生活圏の全面除染をなぜ進めないのでしょうか。（粟野地区交流館）」など議会報告会を開催した全ての地域
　から宅地・生活圏除染を希望する旨の意見、要望がありました。

  ◆防災・安全関係
①昨年の関東・東北豪雨災害の教訓をこれからの防災に生かすためにも、災害状況を地図に落とし込んだ「防災マッ
　プ」の作成をしていただきたい。（五十沢地区交流館）
②日中、消防団員が不在の現状では、防災に対する危機管理に不安が生じるので、機能別消防団設置も含め組織見直
　しを検討していただきたい。（伊達東地区交流館）

  ◆道路・河川・公園・上下水道関係
①県は「河川堆積土壌を除去したいが除染ではないので除染用仮置き場には置けない」として５年間も土砂撤去を行っ
　ていません。水害に対する不安が生じていることから河川管理者への働きかけを要望します。（小国地区交流館）
②水道事業の給水区域外及び水道未整備区域での飲料水確保対策としての事業補助金額については、「工事に要する
　費用の３分の１以内の額とし、上限を 60 万円」と条例で規定されています。しかし、事業費については実際にボー
　リングを行わないと不確定のため着手に躊躇している状況があることから、「補助率や事業費上限」の見直しを要
　望します。（白根地区交流館）

  ◆市民協働・まちづくり・地域づくり関係
①少子高齢化対策を適切に行わないと、ますます過疎化が進行します。市としての具体策を示してください。（堰本
　地区交流館）
②旧霊山中学校の解体を要望します。（泉原勤労者交流センター）
③「市の経営に関する説明会」が今年は行政推進員を対象に行われた。関心度が高い説明会であるので、一般市民を
　対象に行っていただきたい。（伊達東地区交流館）
④五十沢運動公園の管理を精力的に地域で行ってきました。年間１万人を超える利用者がありますが施設の老朽化が
　著しく、特にトイレの水洗化や通路舗装など緊急に対処する必要があることから強く要望いたします。（五十沢地
　区交流館）

  ◆健幸都市関係
①「白根地区健幸なまちづくり計画」は、同地区に日常的に利用できる健康づくりの施設がなく、既存公共施設の充
　実・効率化とあわせ健康増進のための施設が必要と指摘しています。パークゴルフを楽しむ市民が多数いることか
　ら SWC（スマート・ウェルネス・シティ）事業を活用し、白根地区へのパークゴルフ場設置を要望します。（白
　根地区交流館）

  ◆教育関係（小学校統合含む）
①梁川地域で小学校の統合が進められていますが、小国小学校では複式学級でもデメリットはないと考えています。
　霊山地域における小学校の統合については、地元の意向を尊重しながら進めていただきたい。（小国地区交流館）
②「ちびっこ広場」の屋根の腐食がひどく一部雨漏りもあります。早急に対策されるよう要望します。（泉原勤労者
　交流センター）
③公民館が交流館に代わり、社会教育（生涯学習）が停滞していると感じます。市としてしっかりとした生涯学習を
　進めてほしい。（堰本地区交流館）

  ◆農林業・観光関係
①耕作放棄地が荒れ放題となっています。市としての対策はないのでしょうか。（堰本地区交流館）
②過疎化とともに、荒廃地が広がっているのが実態です。農林業の問題にしっかりとした将来像を示すよう要望しま
　す。（粟野地区交流館）
③高子舘周辺の整備として駐車場が整備されるようだが、梁川八幡神社周辺の整備との差があまりにも大きい。高子
　二十境という観光スポットもあるのでもっと力を入れてほしい。（上保原地区交流館）

市民からの要望のうち主なものについて10月21日に市長あて文書提出し対応を求めました。



　８月20日に開催された伊達市合併10周年記念フェ
スティバル「だてな太鼓まつり」において、サンド
ウィッチマンが、伊達なふるさと大使第１号に任命さ
れました。広報委員会メンバーが、「伊達みきお」さ

んのご先祖が居住されていた大枝城が表紙に掲載され
ている「議会だより」を贈呈して参りました。ぜひ伊
達市のＰＲに邁進してください！
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米
国
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
、
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ

ン
氏
（
75
）
の
２
０
１
６
年

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
が
決

ま
っ
た
。

　

文
学
賞
は
、
小
説
家
や
詩

人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
。
受
賞
決
定
に

は
賛
否
が
入
り
乱
れ
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
心
が
折

れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
ど
れ

程
た
く
さ
ん
の
歌
に
励
ま
さ

れ
て
き
た
こ
と
か
。
歌
を
口

ず
さ
み
な
が
ら
、
何
度
も
心

を
奮
い
立
た
せ
前
へ
進
ま
な

け
れ
ば
と
、
思
っ
た
こ
と
か
。

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
と

思
う
。

　

米
国
か
ら
初
と
な
る
歌
手

の
受
賞
を
祝
福
し
た
い
。

D
o

n
't th

in
k

 tw
ic

e

（
く
よ
く
よ
す
る
な
よ
）

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

（
中
村
）

議
会
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

菅
野　

喜
明

　

副
委
員
長　

近
藤　

眞
一

　

委　
　

員　

中
村　

正
明

　

委　
　

員　

大
條　

一
郎

　

委　
　

員　

佐
藤　
　

実

　

委　
　

員　

佐
々
木　

彰

　

昭
和
41
年
11
月
、
木
枯
ら
し
吹

き
荒
ぶ
日
に
保
原
町
に
来
て
、
今

年
で
50
年
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
ニ
ッ
ト
産
業
は
輸
出
向

け
、
国
内
向
け
の
セ
ー
タ
ー
生
産

が
盛
況
で
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
始

ま
り
、史
上
空
前
の
ボ
ー
ナ
ス
と
、

昭
和
元
禄
と
言
わ
れ
る
時
代
の
到

来
で
し
た
。

　

そ
ん
な
最
中
、
ニ
ッ
ト
業
界
の

繁
栄
に
伴
い
、
地
元
の
強
い
要
望

も
あ
り
、
染
色
加
工
業
と
し
て
、

私
が
勤
務
す
る
会
社
の
工
場
が
新

設
さ
れ
た
。
保
原
町
の
誘
致
企
業

第
一
号
で
あ
る
。

　

当
時
は
ま
だ
、
路
面
電
車
が
走

り
道
路
の
ほ
と
ん
ど
は
砂
利
道

で
、
た
ま
に
通
る
自
動
車
は
砂
ぼ

こ
り
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
誇
ら
し

げ
に
走
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
情
景

に
、
東
京
か
ら
来
た
私
ど
も
に
は

多
少
の
驚
き
は
あ
っ
た
が
、
岩
手

県
の
田
舎
育
ち
の
私
に
は
、
む
し

ろ
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
四
方
に
山
々
が
遠

望
で
き
る
、
豊
か
で
自
然
に
恵
ま

れ
た
信
達
平
野
は
、
桃
、
リ
ン
ゴ
、

ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
、
柿
な
ど
種
々

の
く
だ
も
の
の
宝
庫
で
あ
り
、
今

も
昔
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な

い
。だ
か
ら
こ
そ
、い
ま
で
も
ニ
ッ

ト
と
く
だ
も
の
の
里
と
言
わ
れ
る

ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
保
原
町
の
産
業
は
、

目
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
が
あ
っ
た
。

　

ニ
ッ
ト
産
業
は
、
昭
和
40
年
前

後
か
ら
増
大
し
て
い
た
米
国
向
け

中
心
の
輸
出
も
、
米
国
繊
維
輸
入

規
制
に
よ
る
、
輸
出
量
の
大
き
な

減
少
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
更
に

は
輸
入
品
の
増
大
等
で
厳
し
い
時

代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
今
で
も
懸
命
な
企
業
努

力
で
地
場
産
業
の
誇
り
と
多
く
の

先
人
の
思
い
を
胸
に
頑
張
る
姿

や
、
地
場
産
業
と
し
て
の
象
徴
と

も
言
え
る
ニ
ッ
ト
議
会
の
開
催
な

ど
は
、
我
々
市
民
の
誇
り
で
も
あ

る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、地
域
（
伊
達
市
）

の
発
展
の
為
に
ニ
ッ
ト
業
界
の
繁

栄
を
心
よ
り
念
願
し
ま
す
。

 

ニ
ッ
ト
と
く
だ
も
の
の
里
に
思
い
を
馳
せ

     　
　
　
　

  　
　
　

 

伊
達
市
保
原
町　
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藤　

貞　

夫
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